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編集後記･･

命昨年6月に噴火した伊豆諸島の三宅島は,思いも

よらぬ有毒ガスの大量噴出活動に移行し,9月には

全住民の島外避難という最悪の事態に立ち至りま

した.明けて2001年も半ばを迎えようとする今日,

三宅島は依然として忌まわしい吐息を鎮めようとは

しません.島民が故郷の島に帰れるのは,いったい

何時になるのでしょう.

その日の一日も早いことを祈りつつ,三宅島の噴

火活動の調査･研究は地質調査所から産総研地質

調査総合センタｰへ引き継が杵,地球科学的解明を

目指す努力が重ねられています.成果の第一弾は

｢噴出物編｣として本年1月号(557号)の巻頭を飾り

ました.

命本号の巻頭には三宅島噴火の第二弾にあたる

｢地下水観測編｣を掲載しました.噴火と地下水,ち

ょっと見には奇妙に思える取り合わせも,口絵と合

わせてお読みいただければ,噴火活動に伴う地下

水観測の意義がお分かりになることでしょう.

ちなみに,地質標本館では三宅島噴火の速報を

緊急展示してきましたが,4月16日からの科学技術週

間に合わせて纏まった特別展示に切り替え,17日に

は避難中の三宅高校の生徒さんを迎えて講演会と

見学会を行いました.特別展示は7月中旬まで継続

される予定です.

ψ以下,中国の地すべり,モロッコの鉛･亜鉛鉱

床,サウジアラビアの第四系と,海外の話題が続き

ます.いずれもかなりのぺ一ジ数に亘りますが,そ

れぞれの国の近況なども添えられていますので,ご

興味のあるところから読み進めていただければと思

います.

命地質調査所の先輩･藤升紀之さんからは,工業

団地造成によって幻と化したと思われていた｢柿野

カオリン鉱床｣が,実はその露頭の一部を残してい

たことをご指摘いただきました.貴重なご寄稿に深

謝いたします.

今その他,スモｰルスケｰルマイニング(いわゆる小

規模鉱山操業)に関する国際セミナｰの報告,出版

物の紹介などが六号の内容です.

命巻末は｢石の俗称｣シリｰズの4回目です.これま

では各テｰマ毎に様々な石を紹介してきましたが,

今回は｢力石｣一本に絞ってみました.力石にまつ

わる伝承の色々をお楽しみ下さい.

命本文申にも掲示しましたように(p.14),かねてか

ら要望の多かった地質標本館の休日開館が,産総

研移行を機に実現の運びとなりました.来る2001年

7月20日(海の記念日)から,土･日･祝日の開館が実

施されます.つまり,休館日を毎週月曜日(月曜が祝

日の時は火曜日)とする,一般の博物館と同様の運

営になります.皆様のご来館をお待ちいたしており

ます.(遠藤祐二)
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